
自助から互助へ
～認知症サポーター養成講座からの展開～

北海道・砂川市

砂川市地域包括支援センター

管理者・高橋 聡
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北海道砂川市基礎情報(H29.3末)

人口 17,406人 65歳以上人口 6,454人

高齢化率 37.08％ 第6期介護保険費 4,600円

要介護認定者数 1,213人 要介護認定率 18.79％

日常生活圏域数 １ 包括数 委託：1

認知症地域支援推進員数： 1名（委託：１名）

地域の特徴： 東西に約10.5km、南北に約12.7km、総面積は78.68平方kmとコンパクトシィティー。
ティー。中央には北海道の大動脈である国道12号のほか、JR函館本線や道央自動車道がそれぞれ
南北に伸び、昭和59年に環境省よりアメニティータウンの指定を受けた。市民１人当たりの公園
面積日本一となっている豊かな緑と水に囲まれた街(公園の中に街がある様な風景)となっている。
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砂川ハイウェイオアシス館



北海道立こどもの国





〇総病床数：498床
〇診療科目：23科
〇診療圏人口：118,662人 (平成22年10月1日 国勢調査)

〇職員数：869名〔うち医師88名〕 (平成27年4月1日 現在)



○地域包括支援センター開設(H18年)
○認知症キャラバンメイト
・ 認知症サポーター養成講座

○認知症対策連携強化事業委託(H22年)
・ 認知症連携担当者配置

○認知症施策総合推進事業委託(H23年)
・ 認知症地域支援推進員配置(名称変更)

○サテライト地域包括支援事業(H25年)
○認知症初期集中支援事業委託(H26年)
○認知症カフェ<ひだまりカフェ>(H27年)

○もの忘れ外来診療開始(H16年)
・ 精神科、脳神経外科、神経内科のスクラム診療
・ もの忘れ相談医(病診連携)制度

○認知症疾患医療センター指定(H22年)
・ 認知症医療連携協議会設置
・ かかりつけ医研修開催

○中空知管内地域包括支援センター懇談会
○認知症家族介護者教室
○介護支援専門員懇談会
○認知症初期集中支援推進事業委託(H26年)
○認知症サポート医

砂川市立病院
(認知症疾患医療センター)砂川市地域包括支援センター

(一般社団法人 北海道総合在宅ケア事業団委託)

NPO法人 中空知・地域で
認知症を支える会

認知症初期集中支援チーム(H26.9)
・ 包括ｾﾝﾀｰ 主任ケアマネ(介護福祉士)
・ 疾患ｾﾝﾀｰ 認知症看護認定看護師
・ 疾患ｾﾝﾀｰ 専門医（チーム医師）

認知症支援Br「ぽっけ」

○有償ボランティア活動
○ぽっけ養成講座の実施

○任意団体として設立(H16年) →多職種連携
・ 市民健康フォーラム(地域啓発)
・ 認知症ケアスタッフ研修
・ 施設訪問座談会

○NPO法人認証(H22年)
○認知症サポーター養成講座(H20年)
○認知症ボランティア養成講座(H22年)
○認知症基礎講座(H23年)
○認知症多職種事例検討会(H25年)
○ささえあい連携手帳<地域連携パス>(H25年)

空知医師会

○「地域で高齢者を見守る・支えるしくみ」づくり
砂川市高齢者いきいき支え合い条例(H25年4月)
三情報(住所、氏名、性別)＋本人同意事項の町内会へ提供

＊ 砂川市→砂川市社会福祉協議会→町内会(自治会)
地域懇談会(砂川市、包括、町内会(自治会)、民生児童委員)開催
砂川市高齢者支え合いネットワーク事業(ささえあいねっと)
＊ 協定を結んだ市内事業所との相談体制整備

○砂川市地域包括ケアネットワークシステム(砂川みまもりんく)
砂川市立病院の医療情報を本人の同意により共有化

○認知症ささえあい手帳(認知症ケアパス)

砂川市

ＮＰＯ法人 中空知成年後見センター（Ｈ25年）

ふれあいセンター 砂川市社会福祉協議会

○砂川市成年後見支援セン

ター（Ｈ29年）

介護事業所等

砂川市認知症を抱える家族の会
（ひだまりの会）＜Ｈ19年＞
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認知症啓発活動に取り組むきっかけ
日々の総合相談支援業務を通じて

1) 認知症を発症した方の近所からの声
・ 地域住民の認知症に対するネガティブな感情
・ 地域住民の排除する姿勢

何か変な行動をしている

ぞ!

認知症になったら何もで

きなくなるんだろ～

認知症になったらお終い

なんだよな～

認知症になったら自宅は無理!
近所迷惑だ～

認知症になったら自宅は無理!
近所迷惑だ～
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2) 認知症の方を介護している介護者(家族会)からの声
・ 地域の方々に理解してもらえない。
・ 地域の方々に理解してもらいたい。
・ でも・・地域には認知症に興味を持っている人も多いとの情報

地域の方々に理解し
てもらえない。

認知症について知って
もらいたい。

認知症ついて興味を持って
いる人は多いのよ!



家族の思い！
今介護をしている方、そして介護をして
いた方、それぞれの思い・・・・・・・

思いは「重い」ものなんです。特にＯＢ(OG)

の方の思いは「重い」んです。



課題解決に向けて、大切にした考え方・姿勢





ム

砂川市立病院 もの忘れ外来開設(H16.3)

精神神経科

脳神経外科 神経内科科

スクラム診療

確定診断

(病診連携)

紹介 紹介

かかりつけ医
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砂川市立病院
(もの忘れ外来)

病院完結型ではなく地域を
巻き込んだ支援が必要

病診連携/多職種協働による地域
支援の展開が必須

空知医師会
砂川市在宅介護

支援ｾﾝﾀｰ

ふれあいｾﾝﾀｰ 介護事業所

関係機関

NPO法人
中空知・地域で
認知症を支える会

任意団体設立(H16.4)

NPO法人化(H21.3)



中空知・地域で痴呆症を支える会発足(H16.4)
→  同年12月 痴呆症から認知症へ名称変更

認知症啓発・認知症ケア向上
↓

多職種連携(医療・介護連携)

多職種連携の強化
↓

事業委託など活動拡大
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認知症啓発活動の流れ①
「認知症をあきらめない」をテーマに市民健康フォーラム開催(年１回)

↓
早期発見・早期対応の必要性の周知(自分自身の問題)





市民健康フォーラム特別講演
・第１回 愛媛大学医学部 精神神経医学講座 池田 学助教授

・第２回 埼玉医科大学総合医療センター 精神神経科 深津 亮教授

・第３回 北海道医療大学 精神看護学 阿保 順子教授

・第４回 札幌医科大学 保健医療学部 作業療法科 池田 望教授

・第５回 東北大学加齢医学研究所 川島隆太教授

・第６回 横浜市立大学医学部 名誉教授 横浜ほうゆう病院 小阪 憲司院長

・第７回 筑波大学大学院 人間総合科学研究科精神病態学 朝田 隆教授

・第８回 鳥取大学医学部保健学科 生態生制御学講座

環境保健分野 浦上 克哉教授

・第９回 秋田県立脳血管研究センター 神経内科 部長 長田乾先生

・第10回 京都府立医科大学 名誉教授 中島健二先生

・第11回 群馬大学医学部保健学科 教授 山口晴保先生

・第12回 公益財団法人北海道勤労者医療協会勤医協中央病院

名誉院長 伊古田 俊夫先生

＊所属等については市民健康フォーラム開催時のものとなっています。



市民フォーラムの様子

「認知症に興味を持っている人が増えてきた・・・」



認知症についてもっと

知りたいわ～

なる程～
まだ、知りたいこと

があるな～

認知症サポーター養成講座！
身近啓発活動「 自分自身 + 身近な人も・・」(認知症啓発の入口として)

認知症啓発活動の流れ②



大切にしたポイント

・中核症状について

・認知症は「病気」である事

・大切な事は早期発見・早期診断・早期治療！

（もの忘れ外来<精神神経科>への受診）

障害によって生活がしずらくなる

精神神経科に対するイメージの払拭
（地域住民も、そして私も！）





認知症支援ボランティア養成講座（現 認知症基礎講座）

私たちに何かできるこ

とはないかしら!

これなら出来るかも・・！



認知症支援ボランティアに対する要望アンケート
（調査期間：H21年2月1日～3月31日 回答者数：46名 複数回答）

0 20 40 60 80

家事手伝い

安否確認

付き添い（買い物・受診）

話し相手・玄関挨拶

＊介護保険ではサービスできない“すきま”の支援





認知症基礎研修の内容





町内会長としてこん
な活動しているとこ

んな事があるんだよ。

民生委員としての活動
しているとこんな事に

気が付くのよ！

家族の会としても市
民の皆さんに伝えた

い事が多いの。



色々な活動を通じて
気が付くことがある

のよ。

学習する事で興味が更

にあがったわ～

自分の出来ることな
ら「お手伝い」がで

きそう。





認知症支援ボランティア団体
“ぽっけ”設立 H22.4.26

ドラえもんの“ぽっけ”のように
いろいろな要望に即時対応する



月例会の様子

北海道新聞H23.1.6



活動エピソード
受診の付添い・傾聴訪問・安否確認など

・夫受診、弁当持参で昼食会

・急用で不在にする間、祖母と留守番

・通夜の夜、一晩共に過ごすボランティア

・ご指名の傾聴訪問

・男性ボランティアの活躍

・孫の結婚式に同席してほしい

・墓参りに一緒に行ってほしい



認
知
症
へ
の
興

味

＜市民健康フォーラム＞
「認知症をあきらめない」をスローガンに認知症理解の入り口で自
分の問題として捉える。
（医療面が中心） 自助へのアプローチ

＜認知症サポーター養成講座＞
認知症は身近な問題として考える機会として身近な場所で実施する。オレンジリン
グが仲間意識を向上。
地域で「見守る」→「繋げる」を明確に・・・・・ 互助へのアプローチ

＜認知症基礎講座/ボランティア養成講座＞

４～５回の連続講座として実施し具体的な支援方法等について伝達する。これなら
出来る、これが出来る等、ＧＷ実施により引き出す。また、参加者への承認等を実施
しモチベーション向上を
図る。 活動への動機付けアプローチ

＜認知症支援ボランティア「ぽっけ」＞

参加へのアプローチ

認 知 症 へ の 理 解

地域の中に生きがい・役割をもって「いきいき」とした生活の実現（介護予防的な側面
もあり）と「地域づくり」の実践。
同じ目的を持った仲間作りの実践

認知症啓発活動のイメージ

強

弱



• 一機関で取り組むのではなく、砂川市立病院、医師会など多職
種での取組を実施し地道に取り組んだ

「が」の視点ではなく「も」の視点で・・・

• 事業実施にあたっては、認知症を介護している
(していた)方々から声に耳を傾けたこと

当事者（介護者）の言葉がエビデンス

• 受講者のニーズ(もっと学びたい)に答えが
ステップアップの講座のエビデンス

• 人材育成をするのではく、仲間作りを
意識したこと
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～心がけたこと～



• 地域で暮らす認知症の人への対応の変化

• 精神神経科への受診に対するイメージの変化(ハードルが下がる)

• 研修を受講した方々が自主組織である「認知症支援ボランティア
団体ぽっけ」を設立し、介護保険外の認知症の方を支えるサービ
スとして活躍

(認知症ボランティア養成講座は「ぽっけ」が引き継ぎ各地で

「ぽっけ養成講座」として実施している。→  後方支援へ)

• 認知症疾患医療センターの指定、認知症地域支援推進員の配置の
他、認知症初期集中支援チーム、認知症カフェや認知症ケアパス
へと繋がる「きっかけ」となった。

• 行政を巻き込んだ各種事業へ展開している。
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関わったことによる成果



地域で認知症を支える（互助）の強化を図る事ができた。

自ら受診行動を行う人が徐々に増えてきた。（自助）

啓発活動を継続する事により

認知症を正しく理解する人が増えてきた。



• 認知症に関する事業は「全てに繋がっている」と実感

→ 認知症施策の推進が「地域包括ケア」に繋がる。

（地域ケア会議等「地域支援事業」にも繋がる）

• 認知症サポーター養成講座の地域展開

→ 入口機能として積極的展開

(見守り視点の強化 → 地域支え合いのツールとして)

今後の取組み（予定）や
さらに強化したい点

全国の推進員さんへのメッセージ
認知症地域支援推進員の活動は「地域づくり」。今取り組んでいる活動が「点」だ
としても、実践を続ける事で「その点」が繋がり「線」になると実感できると思い
ます。
認知症になっても安心して暮らせる地域づくりの「きっかけ」作りが我々の役割で
す仲間と一緒に「ぼちぼち」行きましょう！



ご清聴感謝します。
ありがとうございました。
一般社団法人 北海道総合在宅ケア事業団

砂川市地域包括支援センター 高橋 聡
電話 0125-54-3077 FAX 0125-54-3091

E-mail s-takahashi@hghi.or.jp
ＮＰＯ法人 中空知・地域で認知症を支える会

ＮＰＯ法人 中空知成年後見センター

北海道砂川市へお越しください。

豊かな自然と美味しいスイーツが

貴方のお越しを待ってます。


